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ジオン公国軍宇宙空間戦用
高機動型モビルスーツ
MS¨06R…lA「ザクΠ」
チームカラーパリエーション黒い三連星
1′100スケールマスターグレードモデル
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U C 0078年 に始まった06型の開発は、高い生産性と汎用性の獲得を目的

として進められていた。しかし、さらなる高性能化の要請は、上層部はもとよ

り、0075年以来MSを駆ってきたベテランバイロットからも多く寄せられて

いた。本来.06型自体が05系の高性能化を達成した機体だったはずなのだが.

優秀なパイロットほどMSへの順応性は高く.さ らにシビアで高性能な機体を

要求してきたのだ。そのため.初期に想定されていたレスポンスや橋乗者への

負荷設定などは大幅に書き換えられることになつた.MSと いう新たなる兵器

は、搭乗者自身をも確実に進化させていたのかもしれない.

R系の、いわゆる高機動型ザクは、それらベテランパイロットたちのために

あつらえられた特別の機体であり、MS-06の、というよりは.MSそのも

のの更なる高性能化を目指して開発された機体であると言える。

06型の機能向上機の試案は、C型の量産が本格化した0078年 6月 には提

出されていたが、当時は生産性の向上を最優先事項としていたため、その計画

|ま事実上頓挫していた。実際、F型の量産とほぼ同時にチューンアップタイプ

のS型やFS型なども少数生産されてはいたが、生産ラインやアビオニクスが

本格的に変更を受けるのはR型の開発が決定されてからのことだつたのだ。

R型の設計において最も顕書な特徴は、脚部の構造変更と背部バックパック

の換装である.F型やS型は、脚部バーニアの増設によつて機体の運動性と機

動性を圧倒的に向上させたが.それはあくまで..`姿勢制御の援用"の域を出

るものではなかつた。しかしR型は、背部ユニットの構造変更によってジェネ

レーター出力を向上させ、バーニアの推力強化を計るとともに.機体の半分を

占める脚部そのものをベクタードノズルと考えることで.機動性と加速性を相

乗して向上させることに成功しているのである。
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―説には、R型は脚部ユニットのみで、それまでの平均的な機体のスラスタ

ー総推力に匹敵するほどの出力をもつていると言われており.実際、単に加速

性能が抜きん出ているばかりでなく、機動.制動、方向転換、姿勢制御など、

あらゆる側面で破格の性能を発揮した。

それに比例してプロベラントの消費も膨大なものとなることが予想され.補

給の側面から実践配備を危ぶむ声も皆無ではなかつたが.それらのリスクを冒

しても十分に見合うだけの戦果が期待されたため.次期主力機として量産され

ることが決定した。

ところが、量産に振り分けられるべき施設の調整に手間取ったため、結局は

十分なライン変更も行われないまま生産されたR-1型は、新設計のロケット

エンジンの歩留まりが安定せず、22機が生産されただけて設計の見直しか計

られることになつた。そのため.R型が正当に評価されるのは.も う少し後の

こととなる.

月面のグラナダ基地において.F型をベースとして作られたR型試作機は.

エリオット・レム大佐をテストパイロットとして、 2週間のトライアルを行つ

た。プロトタイプは当所目標とされていたスペックを達成し、晴れて豊産され

る運びとなった。しかし、公国軍のMS生産施設のほとんどがF型を始めとす

る量産機の生産に追われており.かなりの設計変更を含むR型の生産には多く

の困難が伴つた。
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多かったが、製造コストが高く.大量生産もほとんど不可能だつたため、当時
のパイロットの間では、「連邦の戦艦を沈めるよりもR型を手に入れる方が難
しい」とまで言われていたほどだ。
R-1系の機体は.22機作られた内の10機 ほどがRl― A型に改修され、

一年戦争末期までの間に56機が新たに生産されている.主な生産拠点は月画
のグラナダエ願とジオン本国のジオニック社のいくつかの工場で、拠点ことに
マイナーチェンジバージョンが存在しており、性能自体もかなりのはらつきが
あると言われている。しかし、多くの著名なエースパイロットが搭乗していた
こともあつて大きな戦果をあげており、一年戦争初期の傑作機とされている。
この機体を駆ったことで知られるエースパイロットとしては.試作機のトラ

イアルを行い.開発そのものにも携わつていたエリオット・レム大佐。,レウム
戦役において連邦艦隊司令のレビル将軍を捕虜にしたことで名を上げた、「黒
い三連星」の異名を持つガイア少尉を中心とするオルテガ、マッシュら特務小
隊。そして、宇宙攻撃軍を擁するドズル・ザビ中将の懐刀と呼ばれるシン・マ
ツナガ大尉らが著名である。特に公国軍の広報部は国民の戦意高揚に積極的て
あり、子供番組との提携や高い戦果を誇るエースパイロットの紹介に余念がな
かつた。前述のパイロットたちも同様で、最前線における英雄として喧伝され
た。その際、一般兵士と異なるカスタマイズされた機体 |ま格好の宣伝材料であ
り、自国の技術力の優秀さと戦況の粉飾に存分に活用された。実際、この時期
の公国軍は連邦軍に対して常にアドバンテージをとっており.その象徴が lA
型を始めとする

..ザ
ク"の雄姿だつたのだ.

MS-06R-lAは .MSそのものが転機を迎えていたことを象徴する機
体でもあつた。この機体の成功こそが、後の高性能MSを生み出す土壌となっ
ているのである.

(′文中の階級はいずれも当時のもの)

MEGHANISM
□―ルアウトした機体は、順次、実戦テストを兼ねて本国防衛隊を含む告要

塞基地やバトロール艦隊に向けて配備されていつた。しかし、プロベラントの

仕様やメインテナンスの手順が従来の機体規格と大幅に異なるため.現場作業
にはかなりの混乱を伴った。何よりも、この機体を割り当てられた部隊に.機
体を十分に使いこなせる熟練バイロットの数が少なかつたことが災いした。結

局.MS-06R-1型 は、いわゆる先行型と同程度の22機が生産されただけ

だった。R型の本来のポテンシヤルを知る技術者たちは.運用面で大きな障害
となつていた燃料補給やメインテナンスの煩雑さを緩和するため、補助燃料タ

ンクのカートリッジ化を始めとする改善策を実行した。加えて熟練バイロット

を各部隊に照合し、ようやく適性配備できるようになつたのである。

運用改善の一環として脚部の補助燃料タンクをカートリッジ化した機体は.

形式番号をMS-06R-lAと 改め、多くのエースパイロットのもとに届け

られた。そして生産工程の問題点もある程度解消され、いくつかの生産拠点で

同型機の生産が可能となつた。そのことで、この時期のMS-06系のトータ

ルスペック自体が向上するという効果もあった。R型への搭載を前提とした高

性能ロケットエンジンなどの部品や構造材の歩留まりの安定は、・ザクという

工業製品'そのものの品質向上に貢献することになったのである。ただし.こ
の機体の製造工程の複雑さは依然として解消されておらず、生産性も思うよう

に向上しなかったため、本格的な量産機となることはついになかったのだ。
R型は、稼働条件が複雑ではあつたが、非常に高性能だつたため各部隊のエ

ースバイロットからは高い評価を得ていた。この機体を希望するパイロットは
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U.C.0079年 。地球に最も遠い宇宙植民都市サイ ド3
はジオン公国を名乗り、地球連邦政府に独立戦争を挑ん

だ。公国軍は巨大な人型兵器MS(モ ビルスーツ)を 使

い、宣戦布告と同時にサイ ド1、 2、 4を襲撃。コロニー

のひとつを地球に落下させ、甚大な被害をもたらした。続

く―力月あまりの戦いで、ジオンと連邦は総人口の約半

数を死に至らしめ、戦闘は膠着状態に陥つた。

後に一年戦争と呼ばれるこの戦いにおいて、MSは連

邦軍とジオン公国軍の圧倒的な戦力差を覆し、公国軍に

緒戦での勝利をもたらした。MSと は、それほどの威力

を持つ圧倒的な兵器だったのである。そしてMSは ボタ

ンの押し合いだつた当時の戦略、戦術を過去の適物とし、

古き良き時代の・エースバイロット"と いう存在を復活

させたのである。一年戦争において勇名をはせたパイロ

ットは数多い。中でも、MS-06Sを 駆るシャア・アズ

ナブル、06Rを 開発したエリオット・レム、06R-1
Aのシン・マツナガ、06R-2の ジョニー・ライデン、

06Kの イアン・グレーデン、14Cの トーマス・クルツ

など、枚挙にいとまがない。

なかでも黒い三連星は、黒、紫、グレーをチームカラ

ーとするMS-06R-lAを 駆つたことで知られ、キシ

リア魔下の突撃機動軍きつての勇猛さを誇り、三位一体

の波状攻撃「ジェットス トリーム・アタック」を駆使 し

て多数の連邦艦を撃破している。
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‐Tモノアイカメラ
‐2シ ョルダースパイク
3パワーサプライヤー

●ショルダーアーマー

●シールド
●フロントパネル
ー
セ
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クビットハッチ

8リ アセンサー

0マルチプルノズル
]0エルボージヨイント
●マニピュレーター
12サイドアーマー

●フロントアーマー

0リ アアーマー

|ltBメ インテナンスソヽッチ
|IEシ ール ドジョイント
0フィックスドスラスター

0メインスラスター
19サブスラスター
‐Dパーニアスラスター

●スタビライザー

42ニージョイントアーマー
23レッグアーマー
13フットジョイントアーマー

6ベント
26ブロベラントタンク
●トリガー

0マガジン

.29サイトスコープ
0フ オアグリップ
0ス トック
32ヒ ートブレード
30マズル
0ダクト
●グリップ

注)この機体は、U.C.0079年06月下旬から生産された06R‐ lA型のうち、グラナダエ廠において建造されたバージヨンです。
06R‐ 1型の基礎フレームに、脚部の設計変更などを経て□―ルアウトしました。
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スプリング (細)… 2本
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《お買い上げのお客様へ》
商品についてお気づきの点がこざいましたら、お客様相談センターまでお問い合わせください。また.

部品をこわしたり.なくした人には実費にてお分けします。「部品注文カード」に必要な部品の番号

数量をはつきり書いて切り取り、普通為替または定額小為替て下記までお申し込みください.代金は

部品代 (1個 40円 ×個数)+郵送料 (120円 )+為替手数料 (金額によつて異なります)です。為替証

書は無記入 (自紙)で同封してください。なお、部品の形状・重量で郵送料に過不足が生じるときが

あります.部品発送の際に120円を超える時は不足分を請求、120円以下の時には残額をお返しいた

します。もし部品に不良品がこざいましたら、その部品を切り取り、商品名を書いて.下記まで封書

にてお送りください。良品と交換させていただきます。(R20は 300円です。)

■申し込み先 (株 )バンダイ静岡工場 お客様相談センター・部品係

〒424‐8735静岡県清水市西久保305 TEL0543‐ 65‐5315 199906′ T

必要な部品の番号 .数量をかく

`口

)注文された理由(Cで囲む)(こわしたなくした)

ム

・T0 1

□題ヨ■D
1/100SCALE MGシ リース

MS‐06R‐lAザクⅡ(黒い三連星)

部品の注文|ま
「普通為替」か「定額小為替」

でお願いいたします・      199.06

72574‐ 3000 1
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△ 注 意

必ずお読みください

0この商品の対象年齢は15才以上です。(鋭い出品がありますので、安全上15才未満には適しません.〉

0小さな部品があります.日の中には絶対に入れないてください。窒息などの危険があります。

●ビニール袋を頭から被つたり、顔を覆ったりしないてください。窒息するおそれがあります。

●小さなお子様のいるこ家庭では.お子様の手の届かないところへ保管し、お子様には絶対に与え
ないてください。

〈組み立てる時の注意〉
●組み立てる前に説明書をよく読みましょう.

0部品は番号を確かめ、ニッパーなどできれいに切り取りましょう.

切り取つた後のクズは捨ててください。
0部品の加工の際の刃物.工具、塗料、接着剤などのこ使用にあ
たっては、それぞれの取扱説明書をよく読んで正しく使用して
ください。

●部品の中には.やむをえす、とがつたところがあるものもあり
ますが、気をつけて組み立ててください。

●塗装にはより安全な「水性塗料」のこ使用をおすすめします。
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に月を中心とする領博の制

対輛、ルナツーの周辺宙域
■
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ある

しており.ジオン公国の補綸路の寸断や拠点の急晏などを繰り広げていた

兄の中.「それを手に入れるのは、連,3軍の戦艦を沈めるよりも難しい」と

ット垂涎の機体・06R-lA・ を受領した黒い三連星は、その名声にた′]

ていた。この日も、サイド3付近に侵入してきた連邦軍の嚇 察艦隊に

―ム・アタック」を駆使して攻撃を仕掛け.発 ,こからわすか1時間でマゼラ

″AC装備の機体を含むセイ′(― フィッシュ編隊を置滅して見せたのであ
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による重力下戦日の訓練を行つていたのだが、その訓練のさなか、3人に出撃雲議が下つた。

連邦車のルナツー所属のパト●―ル嘔隊が、グラナダ宙城で作戦

`■

動を展開していたのであ

る.折 しもその日壌は、ヨ練場から日と凛の先であった.3人は、訓練と同時に運用詞険を行

っていた新武装を携えたまま.整備も補綸もそこそこに当該富壇に駆けつけ、戦闘に参加し

た(状況については諸説ある)。 この戦間でグラナタの防空隊は連

"の

マゼラン級ホルムズを

撃沈。サラミス級シュリホフ,ボタニーを大破させ、多数の将兵を捕虜にしているが.このう

ち二皇までの戦果がガイア少尉を中心とした黒い三連星によるものだったという。
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れは、高1颯働性と即応性を持つかゆえの唯―の欠点でもあつた。ただてきえ「整備には

戦闘の10倍は時間かかかる」と言われるMSだが.こ の機体にはさらに数倍する時間と精

度が必要とされた。それ|ま 、この機体の高性能化のためのあらゆる手法が、生産性の向上

と規格化を不可能としていたのみなら,、 この機体を扱えるレベルの技術者が絶対的に不

足していたという側面もあつたからである.―説には通常のMSの整備籠設てはオーバー

ホールすらままならなかったといわれるほどで、その格差は市販車とレースカー並みであ

ったとも言われている.逆に言えば、この機体0運用は、本来それらのパックアップ態勢

が万全であることが前掟となつていたわけで、この機体を駆るエースバイロットたちによ

る評価の差は.そのまま彼らが置かれた待週や環境を表しているとも言えるのである。
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可能で、さらに、レーザー通信の送

受信機能も併せ持つ。

R系の機体頭部に採用されてい

るモノアイは.外部映像認識装置や

各種複合センサーなどが換装され

ており、最低被写体照度の向上や動

態認識装置などに若干の機能向上

が計られている。また.頭部ユニッ

卜の外装の材質自体、さらに軽量で こ

堅牢なものが採用されている。

R系の機体の改修点は背部

と脚部に集中している。ことに

脚部の形状変化は顕著であり、

実際、ザク以降に登場するM
S-09や MS-14な どの公国

軍製MSには、この時期にR系

の機体において行われた試行

錯誤の影響が強く伺える。

い0ゆる06R系の機体は、脚部

全体を巨大なパーニアスラスターと

して機能させることで、大幅な推カ

向上と機動性の改善に成功した。そ

のために費やされた技術的な研鑽

|よ 、新型のMSを開発する以上の困

難が伴つたと言われている。

“ジエットストリーム・アタック"を始

め、一撃離脱の波状攻撃を得意とす

る黒い三連星の機体は、他の多くのR‐

lAとは異なる肩ユニットを装備している

が、これは製造拠点の違いによるものであり、

性能差はほとんどない。

′

MS-06R-lAの 腕部モジュールは、装甲材の材質以外、

ほとんど F型のパーツか流用されている。ただし、機体全体のレ

スポンス向上に対応するため、反応速度や各可動部分

の・あそび・ などを、搭乗者がコクビットから微調

整できるように制御機器周りが改修されている。

開発拠点によつては、流体内パルスシステムの

コンバーターにチューニ

ングを施 すこと

で、関節駆動用

の□―タリーシリ

ンダーの レ

ザクの各関節部分に採用される駆動装置は、流体内パルス

システムと呼ばれている。これは、ジェネレーターの炉心で

発生するエネルギーを特殊なコンバーターでパルス状の圧力に

R系の機体 |よ各所にプロペラ

ン トタンクを増設 している

が、共通しているのは大腿部

後方のもので、容積や圧力規

格はほぼ同一である.F型に

比べ稼働範回は制限される

が、宇宙空間の運用ではほと

んど支障はなかつたと言う。

R-lAの 脚部ユニット

は、歩行に最低限必要な機構

を残しつつ、各関節のアクチ

ユエーターを高レスポンス、

高トルクのものと換装し、強

力なパーニアスラスターが三

基とコ・ジェネレーター、そ

してプロペラントタンクで構

成されている。

大腿部機構図
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MS-06R-lAには、基本的にF

型と同じデザインのヘッドモジュール

が使用されているが、機能向上のた

め、装甲や構造材、索敵、通信などの

部品には、より高性能なものが採用さ

れ、内部構造も多少変更されている。

.`ザ
ク'の頭部には、公国製MSの特徴とも

いえるモノアイがメインカメラとして装備され

ている。この端末は、いわゆる光学的な撮像能

力に優れているだけでなく、広範囲の電磁波を

感知できる上、アクティブセンサーとしても使用

変換し、それを数千本の極超微細管によつて流体バイプに導き、関

節駆動用のロータリーシリンダーに極超音速で伝達するするという小型軽量のシ

ステムである。無論、マニピュレーターには高度なフィー ドバック機能が装備さ

れており、モー ド変換によって戦闘にも精密工作作業にも使用できる。
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■右肩関節 BB-adY (G:4rr*. r6+,t'E i^ner. )
〈]同〉  長い方

D" G4
■右肩関節

D28 D● ハメ込んでから
90度回します。

P.CO
E ll

■ボディ tr],

PCttJttD

∫夢`〔D■  ⑩‐

0

鸞
関節

感
ヽ P0

― ■左同
X向きtこ注意 ||

ヽ ノa-, F1eJD . lh*B xftt.Ht-ettfl P.C0り付けます。
H18 /

D ll

イ

J10 Q6

Qo―一――So E⑫

P.C101111‐讚`上~ 
ヽ0

三蝶
J●

H ll,
E3 E4

■ランドセル・カバー J18
■ボディ ■右動カ

バイプ P8J●とJ2 X先にPC lll:U:た はめ込みます。
XPOは最後にはめ込みます。

■ランドセル・メカ部

■左動力
バイブ

J13

ヽ
″

J15
ヽ

J16
J IZ J●‐

■右動カバイプ
くスプリング長〉

E
L6

E3  ■ランドセリレ・力′ヽ一, ft{-Ei0t{*oi^a/ET.

来先にボディに固定  EI「う
してからスプリン   ~~

※8個通します。 I Weapons
(Etffi) rzaomm/(7-,

κ́2)一D3
グを通します。(LOも 同様)

■左動カバイプ   くスプリング長〉

D12

マーキング
E15 ―D,とD`

③ ‐(Cコ転c_"
L・

=
シール0

E 8ヽ個通します.

ロジャイアントバズ
(プロトタイプ)

D5
■砲身

｀
ヽゝ

´́́D1 p2Lp!
■砲身 P.CA
D● ― ｀

(ら、
口120mmマ シンガン

■マガシン
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・ザク・ のパックパックの換装は、

機雷敷設のためのマインレイヤー仕

様機などいくつかのパリエーシヨン

が存在し、それぞれある程度の互換

性が確保されていた。しかし、R型

の機体は、ボディ構造から変更され

ているため、専用のものとなってい

る。R型のプロベラントタンクは、F

型ではラジエーションユニットが装

備されていた部分に取りつけられて

いる。そのためあまり目立たないが、

ボディ内部の構造やジェネレーター

配置、各部品の形状などは.かなり変

更されている。R型の機体は、たんに

バーニアスラスターの推力を向上さ

せたばかりでなく、それらを高出力で

稼働させる高出カジェネレーターと、

R系のパックパックは、 F型のものが持つ機能を下方部分に圧縮し、大容積のプ

ロベラントタンクを追加装備している。また、背画全体を巨大な複合バーニアとし

て機能させることもでき、圧倒的な加速性能を獲得している。

③

〃

一．

その加重に耐えられる機体強度、

さらに、各スラスターを有効に機

能させるための、強力でレスボン

スの高いアクチユエーターを装備

している。そして、これらを有機

的に制御するノウ′ヽウの蓄積とた

ゆまぬ努力が、R型を高性能機と

して完成させたのである。

黒い三連星が使用する武装は、彼らの基本戦法である “―撃離脱"のためのものが多い。

ただし、大戦初期に多用された280mmバズーカは、通常弾頭を使用した場合、対艦戦

闘において効果が低く、さらに威力の大きな兵装が必要とされていた。彼らは、そうい

つた試作品の運用試験や試作評価を依頼されることも多く、そのまま実戦に赴くことも

しばしばだったという。
320nTη LB1 6K BAZ00KA
このバズーカは.公国軍が280mmバ ズーカに代わる

兵装として開発していた大型火器の試作品て.当時開発
されていた陸戦用MSの専用武装として設計されていた
ものの内のひとつてある.

320mmLB19K BAZ00KA
公国軍が次世代MS用の標準兵装として開発していたLB16K型 の320mmバ ズーカには.

既存の装弾機構が採用されていたが .弾頭が大型化したことによる作動不良が多かったため、
LBi9K型 が開発された.

彼らの軍歴は〔Юフ6年5月の教導機動大隊編成の

時期まで遡ることができる。当時彼ら|よ第二中隊D
小隊に所属しており、開戦時に|よサイド5攻路部隊と

して行動を共にしていた。ルウム戦役時には、少尉

となつたガイアを中心にオルテガ、マッシュらか参集

して、すでにチームを組んでいたと言われている。

彼らの機体が有名な「黒い=連星」カラーに塗装されるのは、ルウム戦役に

おいて連ヂ暉 のレビ川守軍を捕縛した功績によつてSタイプヘ乗り換えてから

だと言うのが定説だが.その塗装パターンはルウム戦役時複数日撃されてお

り.彼らのエンフレム自体、突撃機動軍所属を示すものであったため、ただ単

に第フ師団所属の小隊に割り振られたものではないかという説もある.ちなみ

に、彼らの機イ本ナンバーだが、ガイアが03.マッシュが02、 オルテガが06で

あるということから考えても、九々は別の小隊であつた彼らが、前線で意気投

合したという可能性もあるだろう。

■黒い三連星

MUSH「マッシュ」

メンパー、左から

オルテガ、ガイア、マッシュの二人.

二人一組で、連携した戦いを行なつて
いた。
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E FinalConstruction.l
〈完成-1〉

■頭部

■右肩 :シールド

■左腕

■右腕

レ JI(両側)

■左脚

ヽ
、

■ボディ

■左肩 :シ ョルダー
. アーマー

E嘔・

(反対側 :E9)

■右脚

■右肩 :シールド

P13
G●

P19

■左肩 :シ ョルダーアーマー

B15 4´ B■
ヨヽ

B16

B“

B, ―(0
P.C0

■フイギユア

R2-1‐

R22

I FinalConstruction.2
〈完成‐2〉

ロジャイアントパズ
(プロトタイプ)

メCCを動かすと.モ ノ
アイが可動します。

口120mmマ シンガン
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□ WttШns E型血聖nl

ンディテールアップパーツC9、 C19、 C葱
はこ自由にお好きな所に接着してください。

Xあまったマーキングシールや.ガンダムデ

カールは好きなところにはってください。

XP'は、お好みの場所に飾ってください。

〈武器の取り付け〉
■ヒー トホーク ■マガジン

島
＼L′

rヽ
■

EC

sea!    ガンダムデカールのはりかた。
/:ラ_‖ .、    1.転 写するマークを大きかに切ります. 2.転写する場所に軽く押さえ.ボールペン等の先の丸い物で上から軽くこすりつけます.｀́  ′レ′

    3.シート部分を静かにはかし.転写していない部分があれば.もう一度転写していない部分をこすります.

下の図を見て、ガンダムデカールや
シールのはる位置を確認してください. ガングムデカール

0ヽ)数字02～ 06

ガングム
デカールo

ガンダムデカール101

ガンダム
デカール0

ガンダムデカール
(大 )数字
0と 2・ 3・ 6
の組み合わせ

ガンダムデカール
ーー (小)数字02～06

(反対側も同様)

ガンダム
デカール●
(反対側も同様)

ガンダム
デカール●
(反対側も同様)

ガンダム
デカール●

マーキンク
シール●

(反対側2)マーキング
シールこ

マーキング
シール■D

ガングム
デカール
(小 )数字
02～ 06

ガンダム
デカールC‐

ガンダム
デカール
(小 )数字
02～ 06

(反対側も同様)

マーキング
シール●

(反対側o)
マーキング
シール●

マーキング
シールク

ガンダム ガンダム
デカールoデカール●

ガンダム
デカール
(小 )数字
02～ 06

マーキング   マーキング
シールcl   シール0)

※余つたマーキングシールやガンダムデカールは好きな所にはってください.
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マーキング
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マーキング
シール●
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ジオン公目軍宇口空間戦用
高機動型モビルスーツ
MS‐06R‐ lA「ザクロ」
チ…ムカラーパリエーション黒い三運星
1/100ス ケ…ルマスタークレ…ドモデル
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ジオン公国軍宇宙空間戦用
高機動型モビルスーツ
MS…06R‐lA「ザクⅡ」
チームカラーバリエーション黒い三連星
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